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地域看護活動 におけ るソー シャル ・キ ャ ピタル概念 の有用性 につ いて
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要 約
本研究の 目的は、公衆衛生学的研究におけるソーシャル ・キ ャピタル概念 と健康 との関連性、及び ソー シャル ・
キ ャピタル指 標の明確化 について、文献 レビューにて明 らかに し、 公衆衛生看護活動 にお けるソー シャル ・キ ャ
ピタル概念 の有 効性 に関す る基礎 的検 討 を行 うことで ある。 今回、PubMedと医学 中央雑誌 のデ ータベースを
用 いてRCTの 文献検 索を行 つた。 キー ワー ドは、 ソー シャル ・キ ャ ピタル、健康 とした。医学 中央雑誌 におい
て は、抽 出 され た文献 はなか った。PubMedについて は、13件の文献 が抽 出 され、研 究 目的に有 効 な5件 の文
献 につ いて検討 を行 った。分 析の結果、①RCT研 究 に用 い られていた指標 は、 ソー シャル ・キ ャ ピタル概念 の
基 本的要素 を基礎 と した ものであ り、社 会凝集性 と しての ソー シャル ・キ ャピタルを測定 していた。②5件 の文
献 は、社会凝集性 と しての ソー シャル ・キ ャピタルの構成要素 を設 定 していたが、 具体 的な質問項 目に共通性 は
見 いだせ なか った。③現在 まで のRCT研 究の蓄積 において は、 健康 と社会凝集性 としての ソー シャル ・キ ャピ
タル概念 の強い関連性 は確定 されなか ったが、 貧困世帯 の多い地域 では、 関連性 が示 された研 究があ った。④分
析手法 としては、個人特性 の交絡 因子 の影響 を除去 す るために回帰分析 が用い られていた。 今後 は、社 会凝集性
と しての ソー シャル ・キ ャピタル下位概念 の構成 を検討 した上 での測定 指標の構築 が必要 であ ると考 え られた。
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I.は じ め に
現在、我が国の生活習慣病患者は増加傾向にある。そ
のため、2000年より健康 日本21が掲げられ、更には、健
康増進法の下、健康診査結果による、動機付 け支援や、
集団指導が行われ、会社組織などの集団員や地域住民の
健康向上への支援が続 けられている。 しか し、生活習慣
病をはじめとした疾病への予防行動や、生活習慣病の進
行予防のための健康的な生活の継続は、対象集団にとっ
て非常に困難な課題であることは否めない。
このような状況から研究者は、以前に行動変容に対す
る探求の一環 として地域で生活 しているⅡ型糖尿病患者
の自己管理について、質的研究を行 った。その結果、地
域で暮 らすⅡ型糖尿病患者の自己管理行動の実施 と継続
については、当事者が自己管理の支えとするために構築
した、他者 との繋がりが影響を及ぼ している可能性が示
唆された。
このような、他者 との繋がりを何 らかの資産 と捉える
理論 として、ソーシャル ・キャピタル(social　capita)
という概念がある。 この概念は、1960年代に、ハニファ
ンが初 めて用いた概念である1)。当初ハニファンは、
「社会単 位 を構成 す る個人 や家族 間 の仲 間意 識、共感、
社会的交流が、その社会単位全体 の生活状態の改善 にとっ
て重要であり、それ らの蓄積 した ものがソー シャル ・キャ
ピタルである」 と述べ、 この考え方 は、今 日にお けるソー
シ ャル ・キ ャ ピタル の基 本 的 ポイ ン トを全 て捉 え てい
る2)といわれて いる。その後、多 くの社会学者が ソーシャ
ル ・キ ャピタルの概念化 を独 自に構想 し3)、1993年に は
パ ッ トナムが政治学 に援 用 し大規模 な調 査研 究の指 標に
用いた ことで大 き く発展 してい る4)5)。
ソー シャル ・キ ャピタル とい う概念 は、現在 、公衆衛
生領域 において も取 り入 れ られ、研 究 され るよ うにな っ
て きた6)7)8)9)。しか しなが ら、 ソー シャル ・キ ャピタル
は、様 々な側面 か ら論 じられ、俯瞰 された概 念であ るた
めに、現在 の研究段 階で は標準的 な測定方法 もな く10)、
総合 指標を用いた ソー シャルキ ャピタル指標 自体 の意 味
に対 して宿命 的 な理論 的曖昧 さを批 判 され る こと も多
い11)状況 であ る。一方 で、前述 した ように、現在、公衆
衛生領域 の研 究では、 多 く取 り入れ られつつあ る概念 で
あ り、対象集団や地域 の集団的な健康問題 に対 して、 ソー
シャル ・キャピタルが何 らかの影響を有 していることや、
有効 活用 の可能性 が示唆 されてい る3)。
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現在、地域保健活動においては、適切な生活習慣の獲
得のために、生活習慣病予防教室をはじめとした集団に
対する保健事業の開催 と、終了後の同窓会などによる継
続的な支援といったアプローチが行われている。 しかし、
対象集団が個人の健康行動にどのように影響するのかを
明らかにした研究はみられていない。 この様な視点に対
して、地域保健活動におけるソーシャル ・キャピタルの
有用性の検討は、地域で生活する人々への生活習慣病予
防に関する保健活動 としての、対人的アプローチへの評
価を得 る手がかりになると考えられる。
そこで今回、公衆衛生領域の研究において、 ソーシャ
ル ・キャピタル概念がどのような指標を用いて調査 され
ているのか、健康 との関連がどのように明らかとなって
いるのか文献 レビューを実施することとした。
Ⅱ.研 究 背 景
現在、 ソー シャル ・キャピタル論の有用性について様々
な分野 が注 目し、 国単位 での大規模 な調 査研 究を実施 し
てい る9)12)。公衆衛 生の分野 にお いて もパ ッ トナムの枠
組 みを用いた疫学 的研究 が行 われてお り、 ソー シャル ・
キ ャ ピタル と健康 との関連が明 らか とな ってい る6)7)8)。
Public　Health　Nurseの分 野 で は、 ソー シャル ・キ ャ
ピタル論 を用 いた研究 が行 われ始 めてい るが、 日本 の公
衆衛生看護学分野 においては ソー シャル ・キ ャピタルを
用いた学術研究 は1件13)あるのみであ る。
また、 ソー シャル ・キ ャピタルは、 それぞれの研 究者
の視点 によ って解釈 が異 な って発展 して きてい る1)5)14)15)
概念 であ り、 ナ シ ョナルサーベイでは、 その測定 にパ ッ
トナムが使 用 した変数 を用いてい るが、 その指 標には、
「ソー シャル ・キ ャ ピタル」 とい う独立変 数の中 にすで
に一 つの因果関係が組み込 まれている4)とい った課題 や、
地域 レベルの疫学 的研究 によ って ソー シャル ・キ ャピタ
ル と健康 との間に正 の相 関があ ることは明 らか とな って
い ることか ら保健 医療分野 での有 用性 が期待 され るが、
相 関 関 係 の 方 向性 や 変 数 に つ いて 解 明 す る必 要 が あ
る6)7)16)と言 われ てい る。 ソー シ ャル ・キ ャピタル と健
康 との間に正の相関があることか ら地域保健活動へのソー
シャル ・キャピタル援用の有益性があ ると考え られたが、
ソー シャル ・キ ャピタル概念 の今後 の活 用のためには、
その第一段階 として、現在 までの先行研究を基 にソー シャ
ル ・キ ャピタルが、 どのよ うな指 標によ って測定 されて
い るのか、 また、 測定 された ソー シャル ・キ ャピタル と
健康 との関連性 は明 らか とな ってい るのかについて調 査
す る必要 があ ると考 え られた。
Ⅲ.研 究 方 法
先行研 究によ る研究背景 の結 果をふまえ、 どのよ うな
ソー シャル ・キ ャピタル変数 によ り、健 康 との関連 が明
らか とな ってい るのかについて、保健 医療 分野にお ける
文献検索 と検討 を行 った。
1.文 献検 索方法
1)デ ー タベース:「 医学 中央雑誌」 「PubMed」
2)検 索 期間:先 行文献 を参考 に1999年～2010年まで
と した。
3)検 索手順
(1)用語:医 学 中央雑 誌で は、 「ソー シャル ・キ ャ
ピタル」 と し、PubMedでは、 「social　capital」
と して検 索を実施 す るとともに、 それぞれのデー
タベー スで 「健 康」 「Health」とのAND検 索 を
実施 した。
(2)PubMedでは、言語の 自動読 みかえを避 け るた
め、 ソー シャル ・キ ャピタルのLimitをTitle/A
bstractに限定 した。
(3)ソー シャル ・キ ャピタル と健康 の関連性 につい
ての有効な研究論文 を得 るため、 医中誌、PubM
edともにRCTに 限定 した。
(4)(1)～(3)によ って、 医中誌 において検 索 された文
献 はなか った。PubMedにお いて は13件が検 索
された。
(5)更に、健康 とソー シャル ・キャ ピタル とのAN
D検 索 を実施 したが、検索数0件 とな ったため、
(4)で抽 出 された13件の文献 か ら、本研 究の 目的に
有効 であ ると考 え られ る文献5件 を分析対 象 と し
た。
IV.結 果
5件の文献検討 の結果 、サ ンプ リングについて は、選
定 された対 象地域 に居住 してい る者 に対 して層化無 作為
抽 出が行われていた。
ソー シャル ・キ ャピタルに用い られた指 標 は、 ナ シ ョ
ナルサーベイを参考 に した指 標 と先行研 究によ る指標を
組 み合 わせて用いてお り、ナ シ ョナルサーベイで採 用 さ
れてい る指標 は、 パ ッ トナムの分析手 法が基盤 とな って
発 展 した スケールであ った5)。また、5つ の文献 で用 い
られ た指標 は、 「信 頼」「規範」 「ネ ッ トワーク」 とい う
ソー シャル ・キ ャピタルの基本 的要素 を基礎 と した もの
であ り、社 会凝集性 と しての ソー シャル ・キ ャピタル概
念7)を測 定す る目的 で設定 されていた。 また、 その多 く
は、 ソーシャル ・キ ャピタルの構成要素である認知 的ソー
シャル ・キ ャピタル と構造 的 ソー シャル ・キ ャ ピタル7)
を測定 す るための指標 であ った。 しか し、 それぞれの研
究 で独 自に測定指標 の精度 が検証 されてい るものの、5
件 の文献 において ソー シャル ・キ ャピタルの構成要素 か
ら更 に具体 的な共通要素 は見出せなか った。
統計手法 については、指標の精度を補 うと共 にソー シャ
ル ・キ ャピタル指標以外 の交絡 因子 の影響 を避 けるため
に回帰分析 による統計手法 や、 マルチ レベル回帰分析8)
が用 られていた。
健康 とソー シャル ・キ ャピタルの関連性 については、
前述 した回帰分析 によ り、交絡 因子 を除 き指 標の コン ト
ロールを行 つた結果、対象 とな った コ ミュニテ ィの健康
に関す る指標 とソー シャル ・キ ャピタルの指 標 との関連
性 は、 弱い関係性 に留 ま っていた。 しか しなが ら、一 つ
の特性 であ る貧困世帯 については、健康 に影響 す る因子
としての ソー シャル ・キ ャピタルの存在 が明 らか とな っ
てい る文献 がみ られた21)(表1)。
V.考 察
今回の文献 レビューで は、 対象文献 をRMに 限定 す る
ことで実証研 究 のevidenceが確保 され た ものを抽 出す
るとともに、 ソー シャル ・キ ャピタル概念 と しての指 標
を調 査す る目的か ら、検索 システムの ソー シャル ・キ ャ
ピタルに対 す る自動読 み替 えを避 けて検索 した。 その結
果、5件 の文献 が抽 出 された。
ソー シャル ・キ ャ ピタルの指標 について は、 「信頼」
「規範」「ネ ッ トワー ク」 とい うソー シャル ・キ ャピタル
概念 の基本 的要素 を基礎 とした ものであ ると考 え られた
が、抽 出 した5件 の文献 において、 ソー シャル ・キ ャピ
タルの基 本的要素 よ りもよ り具体 的な測定項 目にお ける
共通要素 は見 出せなか った。
各文献 にお けるソー シャル ・キ ャピタル指 標は、 ボ ラ
ンテ ィア協会 との関係 の幅 と深 さに対す る認知17)や、有
害な薬物を使用す る ことへの行動規範19)、隣人 を有益 な
者 と して理解 してい るか20)、とい った人 々との関係性 に
おけ る主観 的認知 を指 す、認知 的 ソー シャル ・キ ャピタ
ルの測定 が多 く実施 されていた。 また、一方 で、所属 し
てい る自主的 な団体 を3つ あ げる質問項 目17)や、学校 の
共 同の状況、 その土地 に住 んでい る友愛 と しての絆 のあ
る者 との接触21)といった、構造 的 ソーシ ャル ・キ ャピタ
ルが含 まれてい る指標 も見 られていた。 これ らの指 標の
共通性 は、 ソー シャル ・キ ャピタルを社会 凝集性 として
捉 え、健康 との関連 を明 らかにす るために指 標を作成 し
た ことであ るといえ る。 しか しなが ら、社 会凝集性 と し
てのソー シャル ・キ ャピタルの下位項 目である認知 的ソー
シャル ・キ ャピタル と、構造 的 ソー シャル ・キ ャピタル
それぞれの評価指 標において も、 その具体 的質問項 目の
共通性 は見いだせていない現状 が明 らか とな った。
また、これまでの先行研究 において健康 とソーシャル ・
キ ャ ピタル との関連性が示唆 されて いる3)ものの、RCT
の レベル にお いて は明確 にはな り得 てい なか った。 こ
れは、社会 凝集性 と しての ソー シャル ・キ ャピタル概 念
の曖昧 さが、 測定指 標の一般化 に影響 してい ると考 え ら
れ る。 それによ って、 ソー シャル ・キ ャピタルの測定が
焦点化 されていないので はないだろ うか。 ソー シャル ・
キ ャピタル は非常 に大 きな概念 であ り、様 々な捉 え方 が
な されてい る。故 に ソー シャル ・キ ャピタル概念 全体に
お ける一 つの側面 であ ると考 え られ る社 会凝集性 と して
の ソー シャル ・キ ャピタル概念 において も、 更に下位概
念 の明確化 と構造化 が求め られ るので はないだろ うか。
今回の文献 レビューにおいて、調 査指 標の具体 的な共通
性 が なか ったこ と、RCTレ ベルで は、 健康 との直接 的
で強い関連性 が見いだせなか った ことは、前述 した内容
を示唆す るものであ り、今後 は、 更に社 会凝集性 と して
の ソー シャル ・キ ャピタル概念 の精緻化 と、指 標の開発
が必要 であ ると考 え られた。 また、 ソー シャル ・キ ャピ
タル概念 と健康 との関連性について は、一部 の研究では、
貧 困地域 にお けるソー シャル ・キ ャピタル と健 康の関連
性 が示唆された。 しか し、前述 したように、ソーシャル ・
キ ャピタルの測定指標 自体 が研究個々によって概念の様々
な側面か ら設定 されて ものであると推測されたことか ら、
RCTレ ベルの研究 と して は、 現段 階で は ソー シ ャル ・
キ ャピタル概念 と健康 の関連性 が明確 であ るとは言 い難
い と考 え られ る。
他方、今 回の文 献 レビューによ って、現在 までのRC
Tで は、社会凝集性 と して のソー シャル ・キ ャピタル概
念 にお ける多側面 的な捉 えが各研究の調 査指標に反映 さ
れてい ることが明 らか とな った。以上 か ら、今 後、 公衆
衛生分 野にお けるソー シャル ・キ ャピタル概念 を用いた
研 究において は、 その概念 の様 々な側面 によ って、 各々
に ソー シャル ・キ ャピタルの下位概念 とその指標が構 築
され る可能性 も有 してい ると考 え られ る。 実際に文献 レ
ビューによ り、 ソー シャル ・キ ャピタル概念 のそれぞれ
の側面 によ って指 標が異 な って設定 され用い られていた
ことか ら、社 会凝集性 と しての ソー シャル ・キ ャピタル
概念 の どのよ うな下位概念 を用い ることで仮説 が検証 さ
れ うるのか、 そのために どのよ うな研 究の枠組 みで測定
指 標を設定 す る必要 があ るのか、構造 的に捉 えた うえで
議論 を重 ね、研 究枠組 みに取 り入れ ることによ り、社 会
凝集性 と しての ソー シャル ・キ ャピタルの下位概念 にお
ける様 々な側面 で概念 が構 築 され、構造化 が進む可能性
を有 してい ると考 え られ る。
また、分析手 法について は、個人特性 との交絡 を避 け
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るために回帰分析 による手法 が用 い られていた。 これは、
集 団にお ける リソース としての ソー シャル ・キ ャピタル
測定の場合、個人特性 を排除す るための手法であり、 ソー
シャル ・キャピタル測定には妥当であ ると考え られる8)。
何 を交絡因子 として捉 えるのか については、ソーシャル ・
キ ャピタル概念 のどの側面 を研究に組み入れるのかによっ
て決定 され る。 そのため、統計手法 において も、研究全
般 にお けるソー シャル ・キ ャピタル概念 の捉 え方 の明確
性 が必要 であ ると考 え られた。
Ⅵ.結 論
①RCT研 究 に用 い られ て いた ソー シャル ・キ ャ ピタ
ル概念 の指標 は、 「信頼」 「規範」 「ネ ッ トワーク」 と
い うソー シャル ・キ ャピタル概念 の基本 的要素 を基礎
とした ものであ り、社会凝集性 と しての ソー シャル ・
キ ャピタルを測定 していた。
② 抽 出された5件の文献 は、 社会凝集性 と して の ソー
シャル ・キ ャピタルの構成要素 であ る認知 的 ソー シャ
ル ・キ ャピタル、構造 的 ソー シャル ・キ ャピタルの測
定項 目を設定 していたが、 具体 的な質 問項 目に共通性
は見いだせなか った。
③ 現在 までのRCT研 究 の蓄積 にお いては、健康 と社
会 凝集性 としての ソー シャル ・キ ャピタル概念 の強い
関連性 は確定 されなか ったが、貧 困世帯 の多い地域 で
は、 関連性 が示 された研究 があ った。
④ 分析手法 と しては、個 人特性 の交絡 因子 の影響 を除
去 す るために回帰分析 が用 い られていた。
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                    in Community Health Nursing
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                                     Abstract 
   The purpose of this study is to examine the effectiveness of social capital in public health nursi 
ng by assessing the association between social capital and health and clarifying the social capital in 
dex. A review of public health literature using PubMed and Igaku Chuo Zassi was conducted and pr 
evious RCT studies were identified using the keywords: social capital and health. No studies were re 
trieved by Igaku Chuo Zassi. In PubMed, 13 documents were retrieved and five studies which met th 
e inclusion criteria were used for this study. Findings were (1) The social capital index used for RC 
T studies was based on social capital's basic elements, and the index measured social capital in ter 
ms of social cohesion. (2) Five studies measured components of the social capital as social cohesion, 
but there was no commonality in questionnaire items. (3)In these five RCT studies, strong associatio 
ns between health and social capital in terms of social cohesion were not indicated, but there was o 
ne study which showed an association in an area where many poor people lived. (4) Regression anal 
ysis was used for data analysis in order to remove the influence of personal characteristics as confo 
unding factors. In future, construction of a social capital index should be conducted after examining 
subordinate concepts of social capital in terms of social cohesion. 
Key Words: Social capital, health, index, social cohesion
